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トピックス 

 2021年９月14日に開催

された第３回目のADRCオ

ンライン防災セミナーに

引 き 続 き、第 ４ 回 セ ミ

ナ ー「氷 河 湖 決 壊 洪 水

(GLOF)の地域経済への影

響 と 対 策」を ９ 月 28 日

（火）16:00-17:30に開催

します。第４回目のセミ

ナ ー は、ヒ ン ド ゥ ー ク

シュヒマラヤ地域において気候変動により氷河湖決壊洪水が多発している

問題をテーマとし、国際山岳総合開発センター(ICIMOD)の専門家から氷河

湖決壊洪水の発生と地域への影響やリスク削減方策について学びます。 

 本セミナーの詳細は、https://acdr.adrc.asia/home/2021Seminarをご参

照ください。ご参加は、Zoomウェビナー（http://bit.ly/adrcseminar4）

からご登録ください。 

 皆様とお会いできることを楽しみにしています。 
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¶ 第４回ADRCオンライン

防災セミナー「氷河湖決壊

洪水(GLOF)の地域経済への

影響と対策」  

 

¶ 第５回ADRCオンライン

防災セミナー「災害に強い

都市を目指した減災戦略の

推進」 

国際会議への参加 

 

¶ 第18回WMO地区気象協会

Ⅴ会合への参加  

 

¶ 「第５回世界防災研究

所サミット」へのオンライ

ン参加 

●お知らせ 

第４回ADRCオンライン防災セミナー「氷河湖決壊洪水(GLOF)の地域経済へ

の影響と対策」  

関係機関との協力推進 

 

第３回セミナー「安全・安

心で住みよい社会の構築に

向けた、地域のニーズに合

致する防災技術」の開催 

第５回ADRCオンライン防災セミナー「災害に強い都市を目指した減災戦略

の推進」 

 2021年10月18日（月）に

開催予定の第５回目のセミ

ナーでは、国連人間居住計

画（UN-HABITAT）アジア太

平洋地域事務所、及びフィ

リピン人間居住都市開発局

（DHSUD）、タイ防災局

（DDPM）から５名の専門家

をお迎えし、災害に強い都

市を目指した減災戦略の推

進に関する新しいツールや

アプローチについて議論し

ます。特に、１）都市部における減災戦略推進の現状について（成果、課

題、解決策等）、２）都市開発における防災の主流化に関する戦略、３）

災害に強い都市を目指した協働に関する新アプローチ、に焦点を当てま

す。 

 ご参加については、以下のサイトをご参照ください。 

https://www.adrc.asia/acdr/drr2021seminar.php  
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 2021年９月14日、ADRCオンライン防災セ

ミナー第３回「安全・安心で住みよい社会

の構築に向けた、地域のニーズに合致する

防災技術」が開催され、世界から116人の

参加のもと、災害前の防災投資や国際規格

の取り扱いについて、議論が行われまし

た。 

 まず、今回のセミナーでモデレーターを

務める小野高宏氏（三菱商事インシュアラ

ンス局長及びADRC客員研究員）から、防災

分野におけるスムーズな伝達や、混乱を回

避するための、国際規格の重要性につい

て、冒頭に説明がありました。また、小野

氏は、今回のセミナーにおいては、ケーススタディーを含んだ国際規定の知識と経験の共有を目

的としていることを説明し、各発表者を紹介しました。 

 最初のスピーカーとして、サンジャヤ・バティヤ氏が、自身が所属する国連防災機関（UNDRR）

事務局及び国際教育訓練研修院（GETI）が推進している、災害に強い都市の構築（MCR: Making 

Cities Resilient）の継続的開発のための、国際規格の発展について説明を行いました。特に、

３つの指針である、持続可能な都市とコミュニティ評価指標ガイドライン規格「ISO37120」、ス

マートシティ指標規格「ISO37122」、レジリエントシティ指標規格「ISO37123」について説明

し、これら規格は世界中のあらゆる街において適応されてゆくと強調しました。 

 次に、ヌイン・デビッド氏（国立研究開発法人防災科学技術研究所、及び東北大学災害科学国

際研究所災害評価・低減研究部門津波工学研究分野）は、ISO技術委員会の活動について報告を行

いました。報告の中で、DRRを促進する「Smart Community Infrastructureを活用した防災に関す

る国際標準化」について紹介し、この活動は、オーストラリア、チリ、コロンビア、ドイツ、ギ

リシャ、日本、トルコなどで実践されていて、国際標準化の種類や、災害のタイプ、インフラの

種類など、それぞれ焦点を当てられていると説明しました。 

 次に、株式会社日本政策投資銀行の蛭間芳樹氏からは、災害に強い街をデザインするための、

財政に関する専門知識を共有されました。また、災害前の対策である、特に中小企業を対象とし

た事業継続マネジメント（BCM）の重要性について説明しました。この活動を推進するにあたっ

て、日本政策投資銀行は中小企業を支援する事業継続マネジメント（BCM）の格付け指標を開発し

ました。この指標は、（１）人命を保護する防災の手法、（２）BCMを強化する政策、ゴール、方

針、を検討の材料として構成されています。 

 次に、スリランカの防災担当機関（Disaster Management Centre）に所属する、プラディー

プ・クマーラ氏は、同国における早期警報システム、最新の関連機器の紹介をしました。スリラ

ンカにおいて、早期警報タワーは77基設置され、短波通信などの様々な手法で情報提供が行わ

れ、SMSなどのメッセージも送信されていると説明しました。また、プラディープ氏は、コミュニ

ティ防災（CBDRM）の活動と協力し、簡易雨量計の利用を利用した、近隣住民への地すべりの避難

警報を伝えるための取り組み例についても触れました。 

 最後に、インドネシアの防災担当機関である国家防災庁（BNPB）に所属するウドレク氏から、

インドネシア国内に整備されている、地すべり早期警報システムの紹介が行われました。このシ

ステムは、統一された基準に基づいて整備開発され、警報が発出された際に速やかに住民に伝え

られるように工夫されています。また、政府は、これらシステムを取り扱うにあたって、システ

第３回ADRCオンライン防災セミナーのスピーカー 

●関係機関との協力推進 

第３回セミナー「安全・安心で住みよい社会の構築に向けた、地域のニーズに合致する防災技

術」の開催  
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 2021年９月１日から３日にかけて、ADRCは、WMO

のConstituent Bodiesのオブザーバーとして、WMO

地区気象協会（Regional Association)Ⅴの第18回

会合に参加しました。本会議では、WMOの総合的な

地域改変における作業構造、戦略の優先項目、地区

気象協会Ⅴの主要イニシアティブを中心に議論が行

われました。 

 ADRCは、新しいイニシアティブにおける協力関係

を模索するために、地区気象協会の活動に関与し、

更なる地域協力を推進するパートナーシップを推進

していく所存です。 

第18回WMO地区気象協会Ⅴ会合への参加  

●国際会議への参加  

「第５回世界防災研究所サミット」へのオンライン参加 

 2021年９月１日、ADRCは京都大学の世界防災研究

所連合(GADRI) 事務局が主催する「第５回GADRIサ

ミット: Engaging Sciences in Action」に参加し

ました。この会議はオンラインで開催され、世界各

国の大学や関係機関が参加し、防災分野における最

新の研究や記述発表、実際のプロジェクトの紹介な

どに関する報告が行われました。 

 ADRCは、本ワークショップのグループ２のパネル

ディスカッションに登壇し、センチネルアジアの活

動を通じた、防災分野における宇宙技術の利活用と

優良事例について紹介しました。説明の中では、防

災担当機関と宇宙機関との連携に合わせて、研究機関ネットワークの拡充と、センチネルアジア

への支援について提案を行いました。  

続き 

ムのメンテナンス、運用コスト、住民との連携、部品の交換、基礎修理などを考慮に入れていま

す。 

 最後に、ADRC所長の中川氏は、防災における国際規格の推進は、より効果的な防災技術の導入に

つながること、また、災害リスクを軽減する新しいファイナンスの形は、需要が高まっている防災

投資に朗報であると述べ、セミナーは終了しました。 

 本セミナーの詳細については、次のWebサイトをご参照ください。 

https://acdr.adrc.asia/home/2021Seminar 

グループ２のパネルディスカッション 

会合一日目の様子 


